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通
学
路
の
樹
木
学
習

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

六
月
四
日
、
高
知
県
土
佐
清

水
市
立
中
浜
小
学
校
の
三
～
六

年
生
一
四
名
を
対
象
に
、
通
学

路
の
樹
木
学
習
と
樹
木
名
板
作

製
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
習
は
、
通

学
路
に
あ
る
樹
木
の
名

前
や
特
徴
を
調
べ
て
樹

木
名
板
を
作
り
、
設
置

す
る
こ
と
で
、
季
節
ご

と
の
樹
木
の
様
子
を
観

察
し
、
樹
木
に
つ
い
て

感
心
を
持
っ
て
も
ら
う

目
的
で
実
施
し

ま
し
た
。

　

最
初
に
下
敷

き
「
森
林
の
大
切
な
働

き
」
を
配
布
し
て
、
私

達
が
日
常
生
活
を
す
る

上
で
大
切
な
森
林
の
働

き
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
大
浜
と
中
浜

の
通
学
路
を
歩
い
て
、

ナ
ン
テ
ン
の
実
は
咳
止

め
薬
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
ヤ
ツ
デ
は
、
テ
ン
グ
ノ
ハ

ウ
チ
ワ
と
も
言
い
、
手
の
ひ
ら

の
よ
う
な
大
き
な
葉
の
形
が
特

徴
で
あ
る
こ
と
、
ナ
ツ
グ
ミ
の

実
は
、
食
べ
ら
れ
る
こ
と
等
、

二
〇
種
の
樹
木
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ヒ
ノ
キ
の
板
に
ポ

ス
タ
ー
カ
ラ
ー
で
和
名
と
科
名

を
書
き
、
余
白
に
は
、
思
い
思

い
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
樹
木

名
板
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
「
ナ
ツ
グ
ミ
が
食

べ
ら
れ
る
と
は
知
ら
な
か
っ

た
。
」
「
モ
チ
ノ
キ
や
ネ
ズ
ミ
モ

チ
な
ど
お
も
し
ろ
い
名
前
の
木

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
」

「
毎
日
通
っ
て
い
る
通
学
路
の

樹
木
の
名
前
が
わ
か
っ
た
の
で

良
か
っ
た
。
」
等
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
七
月
に
木
工
ク
ラ
フ

ト
学
習
等
を
行
う
予
定
で
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
を
通
し

て
樹
木
や
自
然
、
森
林
等
に
つ

い
て
の
興
味
や
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

明
す
る
と
、
熱
心
に
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
、
学
習
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

下
山
後
、
生
徒
代
表
か
ら
、

「
今
回
の
登
山
を
通
じ
、
森
林

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
体
験

や
学
習
が
出
来
ま
し
た
。
本

日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
」
と
挨
拶
が
あ

り
、
当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、

学
校
の
要
請
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
た
、
良
い
一
日
で
し

た
。

通
学
路
の
樹
木
学
習

樹
木
名
板
完
成
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今
年
も
、
五
月
二
四
日
の

日
曜
日
に
下
草
刈
り
や
つ
る

切
り
作
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
集
合
場
所
で
あ
る
屋
島

東
小
学
校
に
は
早
朝
か
ら
鎌

を
持
っ
た
グ
ル
ー
プ
や
親
子

連
れ
が
続
々
と
集
合
。
あ
っ

と
い
う
間
に
一
〇
〇
人
を
超

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た

ち
で
校
庭
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。
当
所
長
や
校
長

先
生
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
総

括
森
林
整
備
官
よ
り
注
意
事

項
を
説
明
、
そ
の
後
み
ん
な

で
森
に
入
り
約
二
時
間
、
大

汗
を
か
き
な
が
ら
一
生
懸
命

に
手
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
森
の
中
で
の
作
業

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
終
わ
っ

て
み
れ
ば
大
人
も
子
供
も
笑

顔
、
笑
顔
…
「
清
々
し
く
て

沖
林
野
庁
次
長
が
来
県

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

　

五
月
二
三
日
、
日
本
木
材
青

壮
年
団
体
連
合
会
の
第
六
〇
回

記
念
全
国
会
員
四
国
愛
媛
大
会

が
開
催
さ
れ
、
式
典
出
席
の
た

め
林
野
庁
の
沖
修
司
次
長
が
来

県
さ
れ
ま
し
た
。

　

沖
次
長
は
、
式
典
前
日
に
、

中
村
時
広
愛
媛
県
知
事
を
表
敬

と
一
緒
に
植
栽
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
年
で
一
〇
年
が
経
過
し
、

植
え
た
木
も
立
派
に
成
長
し
た

も
の
の
、
林
内
の
環
境
を
よ
り

良
く
し
よ
う
と
、
今
で
も
毎
年

地
域
総
出
で
森
の
手
入
れ
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
ま

す
。

媚
な
地
に
「
源
平
屋
島

の
森
」
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
森
は
、

平
成
一
八
年
、
貸
付
跡

地
及
び
そ
の
周
辺
の
林

地
約
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

つ
い
て
、
観
光
地
・
屋

島
で
行
う
森
林
再
生
を

手
伝
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
、
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
を
は

じ
め
、
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
、
ク
ヌ
ギ
、

イ

ロ

ハ

カ

エ

デ
、

オ
ン
ツ
ツ
ジ
な
ど

四
季
を
通
じ
て
親

し
め
る
樹
種
を
選

定
し
、
地
元
自
治

会
や
小
学
生
を
中

心
と
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

「
源
平
屋
島
の
森
」
で
今

年
も
地
域
総
出
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

香
川
県
高
松
市
屋
島
に
あ

る
国
有
林
内
の
、
古
の
源
平

古
戦
場
を
見
下
ろ
す
風
光
明

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
さ
れ
る
皆
様

気
持
ち
良
か
っ
た
、
ま
た
来

年
も
や
ろ
う
な
。
」
と
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
声
に
、

参
加
し
た
職
員
一
同
あ
ら
た

め
て
「
国
民
参
加
の
森
林
づ

く
り
」
の
意
義
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
下
草
刈
り
中
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訪
問
さ
れ
る
と
と
も
に
、
木

造
（
一
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
）

と
し
て
は
日
本
一
の
規
模
で

あ
る
愛
媛
県
武
道
館
（
平
成

一
五
年
完
成
）
を
視
察
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
当
日
は
午
前
中
に
、

西
条
市
に
あ
る
（
株
）
サ
イ

プ
レ
ス
・
ス
ナ
ダ
ヤ
（
明
治

二
五
年
創
業
で
米
ヒ
バ
材
の

取
扱
い
は
国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ

ア
。
現
在
、
国
産
ヒ
ノ
キ
材
の

生
産
量
を
大
幅
に
増
や
し
て

い
る
）
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

沖
次
長
は
、
国
産
ヒ
ノ
キ
材

の
評
価
を
質
問
さ
れ
、
同
社

は
、
国
産
ヒ
ノ
キ
材
は
材
質
、

サ
イ
ズ
と
も
に
輸
入
材
を
上

回
る
こ
と
を
説
明

し
、
今
後
の
安
定

供
給
を
強
く
希
望

す
る
と
さ
れ
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
式
典

に
参
加
さ
れ
、
そ
の

後
、
休
日
で
し
た

が
愛
媛
森
林
管
理

署
の
庁
舎
も
視
察

し
て
頂
き
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
で

　
木
づ
か
い
を
Ｐ
Ｒ

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

　

六
月
二
二
日
、
一
般
社
団
法

人
香
川
県
総
合
建
設
セ
ン
タ
ー

の
依
頼
を
受
け
て
、
川
畑
署
長

が
Ｆ
Ｍ
愛
媛
ラ
ジ
オ
に
出
演
し

木
づ
か
い
の
推
進
に
つ
い
て
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
、
林
野

庁
の
補
助
事
業
で
あ
る
木
造
住

宅
等
地
域
材
利
用
拡
大
事
業
の

一
環
と
し
て
、
木
の
良
さ
や
木

づ
か
い
に
よ
る
環
境
貢
献
な
ど

を
通
じ
て
愛
媛
県
に
お
け
る
地

域
材
利
用
の
意
義
に
つ
い
て
、

消
費
者
に
広
く
知
っ
て
頂
く
こ

と
を
目
的
と
し
、
そ
の
広
報
展

開
の
一
つ
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ

の

放

送

は
、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

か
ら
の
質
問
に
答
え

る
形
式
で
行
わ
れ
、

川
畑
署
長
は
、
現
在

の
四
国
局
の
取
組
の

紹
介
を
行
う
と
と
も

に
、
山
や
木
と
人
と

の
関
係
、
国
民
参
加

の
森
林
づ
く
り
、
木

づ
か
い
に
つ
い
て
林
野
庁
や

四
国
局
の
取
組
を
交
え
て
説
明

し
、
国
民
の
皆
様
に
生
活
の

様
々
な
場
面
に
お
い
て
木
材
を

使
っ
て
頂
く
よ
う
に
強
く
訴
え

ま
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
と
い
う
こ
と
で
リ
ス

ナ
ー
が
限
定
さ
れ
ま
す
が
、
多

く
の
県
民
の
皆
様
に
四
国
局
の

取
組
や
木
づ
か
い
の
Ｐ
Ｒ
を
行

う
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
当
署
と
し
て
は

様
々
な
機
会
を
捉
え
て
四
国
局

及
び
愛
媛
署
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

い
く
考
え
で
す
。

挨
拶
さ
れ
る
沖
次
長

収
録
中
の
川
畑
署
長
（
右
）


